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現在、大学教育において PBL (Project/Problem-Based Learning) による学生への教育の実施、試みが

注目されている。その背景には、学生の目的意識、自主性、積極性の低下、そして就職後の仕事へのモ

チベーション低下や離職率の増加があると思われる。本学工学部情報通信工学科では、従来から探究

力および問題解決能力を素養として身に着けることを目標と 

した「情報通信プロジェクト」という実験形式の授業を行ってき 

た。そこで本研究では、この授業科目を取り上げ、その実施 

方法と PBL としての効果について、学生へのアンケートを中 

心に検討したので報告する。 

 この科目では、学生が教員側から用意した８テーマから一

つを選び年間を通して実験実習を行う。テーマとしては、ア

ンテナ、マイコン制御、ルータネットワーク構築、発光デバイ

ス、光ファイバ通信システム等があるが、今回はこの中の発

光デバイス（発光特性評価法の開発）について検討した。こ

の課題では、数人のチーム単位でプロジェクトを行う。取り扱

う発光デバイスの種類、評価する特性の種類を選び出し、そ

の評価方法を開発していく。表１にこの授業の流れを示す。

初めのテーマの選定と実施計画を練ることから工作、発表、

報告書の作成等からなる。表 2 に学生が発案し実施したテ

ーマ名を記す。どれも、独創的で大変アイデアに富むものば

かりである。予算を５千円と制限したこともアイデアを生むき

っかけになっているものと考えられる。表 3にこのプロジェクト

の報告書に記載された多くの感想の中から特徴的なものを

記す。テーマづくりでの思考の甘さ、役割分担、失敗したとき

の葛藤、作品が完成したときの達成感など技術面より人間性

に関わるところで大いに学んでいることがうかがわれる。また、

授業の回数が増すに従い、チーム内の各自の役割分担（責

任の所在）が形成され、各自が自分のポジションを自覚しな

がらチームがまとまっていく様子が毎年観察することができる。

以上のことから、この授業が PBL として有意義なものとなって

いると考えている。 

表１．授業の流れ 

表２．学生が発案したテーマ例 

表３．学生の感想例 
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